
 

 

貸 借 対 照 表 

令和6年3月31日現在 

（単位：千円） 

科 目 金 額 科 目 金 額 

(資産の部)  (負債の部)  

流 動 資 産 6,964,476 流 動 負 債 4,356,935 

現 金 及 び 預 金 4,830,731 1年以内返済予定の長期借入金 1,445,500 

未 収 運 賃 553,896 未 払 金 2,028,154 

未 収 金 154,820 未 払 費 用 50,611 

未 収 消 費 税 3,136 未 払 法 人 税 等 10,176 

貯 蔵 品 472,367 預 り 連 絡 運 賃 13,767 

前 払 費 用 40,410 預 り 金 284,916 

立 替 金 909,026 前 受 運 賃 273,737 

そ の 他 流 動 資 産 347 前 受 収 益 33,832 

貸 倒 引 当 金 △261 賞 与 引 当 金 84,290 

  退 店 補 償 引 当 金 131,949 

    

    

固 定 資 産 28,787,235 固 定 負 債 24,281,874 

鉄軌道事業固定資産 27,140,446 長 期 借 入 金 23,038,600 

兼 業 固 定 資 産 1,082,459 退 職 給 付 引 当 金 1,096,837 

建 設 仮 勘 定 22,413 長 期 預 り 金 146,436 

投資その他の資産 541,915  負 債 合 計 28,638,810 

投 資 有 価 証 券 160,800   

長 期 貸 付 金 345 (純資産の部)  

長 期 前 払 費 用 280,777 株 主 資 本 7,112,900 

その他の投資等 102,017 資 本 金 100,000 

貸 倒 引 当 金 △2,024 資 本 剰 余 金 3,973,566 

  その他資本剰余金 3,973,566 

  利 益 剰 余 金 3,039,334 

  その他利益剰余金 3,039,334 

  繰越利益剰余金 3,039,334 

  純資産合計 7,112,900 

  

 
  

資 産 合 計 35,751,711 負債・純資産合計 35,751,711 

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 



 

損 益 計 算 書  

令和5年4月1日から令和6年3月31日まで 

（単位：千円） 

科 目 金 額 

鉄 軌 道 事 業   

営 業 収 益 6,613,993  

営 業 費 6,247,761  

営 業 利 益  366,231 

兼 業   

営 業 収 益 228,014  

営 業 費 141,926  

営 業 利 益  86,088 

全 事 業 営 業 利 益  452,319 

営 業 外 収 益    

受 取 利 息 141  

受 取 配 当 金 160  

そ の 他 の 収 益 28,332 28,633 

営 業 外 費 用   

支 払 利 息 57,756  

長 期 前 払 費 用 償 却 24,462  

そ の 他 の 費 用 26,032 108,251 

経 常 利 益  372,702 

特 別 利 益   

工 事 負 担 金 等 受 入 額 40,843 40,843 

特 別 損 失   

固 定 資 産 圧 縮 損 31,843  

  退店補償引当金繰入額 131,949 163,793 

税 引 前 当 期 純 利 益  249,753 

法人税、住民税及び事業税 10,229 10,229 

当 期 純 利 益  239,523 

 （注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 

 



 

株 主 資 本 等 変 動 計 算 書  

令和5年4月1日から令和6年3月31日まで 

（単位：千円） 

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 

 株 主 資 本 

純資産 

合 計 資 本 金 

資本剰余金 利益剰余金 

株主資本 

合 計 その他資本剰余金 
その他利益剰余金 

繰越利益剰余金 

当期首残高 100,000 3,973,566 2,799,810 6,873,377 6,873,377 

事業年度中の変動額      

当期純利益   239,523 239,523 239,523 

事業年度中の変動額合計   239,523 239,523 239,523 

当期末残高 100,000 3,973,566 3,039,334 7,112,900 7,112,900 



 

個 別 注 記 表 

 

(重要な会計方針に係る事項に関する注記) 

１．有価証券の評価基準及び評価方法 

その他有価証券 

 市場価格のない株式等以外のもの ……… 時価法（評価差額は全部純資産直入法により 

処理し、売却原価は移動平均法により算定） 

市場価格のない株式等 …………………… 移動平均法による原価法 

２．棚卸資産の評価基準及び評価方法 

評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切り下げの方法）によっております。 

貯 蔵 品 ……………………… 月別総平均法 

３．固定資産の減価償却の方法 

(1)有形固定資産 

定額法によっております。ただし、鉄軌道事業取替資産については取替法によってお

ります。 

(2)無形固定資産  

定額法によっております。なお、自社利用のソフトウェアについては社内における利

用可能期間(5年)に基づく定額法を採用しております。 

４．引当金の計上基準 

貸倒引当金 

    債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率による計算額を、 

貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し回収不能見込額を計上し 

ております。 

賞与引当金    

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、将来の支給見込額のうち当期の負担 

額を計上しております。 

   退店補償引当金  

三宮駅の混雑緩和対策を目的とする三宮ホーム拡張事業に伴い、令和6年度に退店するテ

ナントの補償金等の支出に備えるため、発生見込額を計上しております。 

退職給付引当金  

従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務の見込額に基づき、当期

末において発生していると認められる額を計上しております。なお、退職給付債務の金額

の算出は簡便法によっており、期末自己都合要支給額から特定退職者共済制度及び確定拠

出年金制度より支給される部分を控除した金額を計上しております。 

５．収益及び費用の計上基準 

鉄軌道事業は、主に新交通システムによる鉄道の輸送サービスを提供する事業であり、定期 

外収入や定期収入が生じております。定期外収入は、切符やICカード乗車券の利用等による運

輸収入であり、原則、輸送サービスを提供した時点で履行義務が充足されると判断し、当該時

点において収益を認識しております。定期収入については、定期券の有効期間にわたって履行

義務が充足されると判断し、有効期間に応じて収益を認識しております。 



 

  兼業は、主に保有する施設等を賃貸する不動産賃貸事業であり、賃料収入等が生じておりま 

す。賃料収入は、「リース取引に関する会計基準（企業会計基準第13号 2007年3月30日）」に 

従い、賃貸契約期間にわたって収益を認識しております。 

６．工事負担金等の会計処理 

鉄軌道事業における工事等を行うにあたり、地方公共団体等より工事費の一部として工事負

担金等を受けております。 

なお、損益計算書においては工事負担金等受入額を特別利益に計上するとともに、固定資産

の取得原価から直接減額した額を、固定資産圧縮損として特別損失に計上しております。 

７．消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。 

(会計上の見積りに関する注記) 

固定資産の減損 

(1)当期の計算書類に計上した金額 

鉄軌道事業に区分される固定資産（貸借対照表計上額 27,140,446千円） 

なお、減損損失の計上はしておりません。 

(2)計算書類利用者の理解に資するその他の情報 

事業用資産においては管理会計上の区分を基準に資産グルーピングを行い、減損の兆候が

認められる場合に減損テストを実施しております。減損テストにおいて、割引前将来キャッ

シュフローの総額がこれらの帳簿価額を下回った場合には、減損損失を計上します。 

(3)翌期の計算書類に与える影響 

鉄軌道事業は、行動制限の緩和により回復傾向にはあるものの、テレワークの活用等働

き方の変化等により、当社を取り巻く環境は厳しい状況が続くものと考えており、移動需

要の減少が今後一定期間にわたり継続するとの仮定を置いております。これらの見積りに

おいて用いた仮定は現時点の最善の見積りであるものの、将来の不確実な経済状況及び経

営状況の変化が割引前将来キャッシュフローの見積りに重要な影響を及ぼした結果、減損

損失を計上する可能性があります。 

 

(貸借対照表に関する注記) 

１．担保に供している資産及び担保権によって担保されている債務 

担保に供している資産 

土 地                        3,183,511 千円 

建 物                        1,051,562 千円 

構 築 物                        7,543,519 千円 

車 両                        8,950,285 千円 

機 械 装 置                        3,110,874 千円 

工具器具備品                          24,728 千円 

   計                           23,864,482 千円 

   上記の資産は、長期借入金（１年以内返済予定の長期借入金を含む） 51,200 千円 

の担保に供しております。 

２．有形固定資産の減価償却累計額                 39,274,072 千円 



 

３．事業用固定資産 

有形固定資産                         28,206,364 千円 

土 地                        3,818,828 千円 

建 物                        1,947,638 千円 

構 築 物                        10,193,305 千円 

車    両                        8,950,285 千円 

機 械 装 置                        3,271,578 千円 

工具器具備品                          24,728 千円 

無形固定資産                           16,542 千円 

４．固定資産の取得原価から直接減額された工事負担金等累計額    1,134,748 千円 

５．顧客との契約から生じた債権及び契約負債の残高 

(1)未収運賃及び未収金のうち、顧客との契約から生じた債権の残高 

  未収運賃                           553,896千円 

  未収金                             90,433千円 

(2)前受運賃及び前受収益のうち、契約負債の残高 

   前受運賃                           273,737千円 

   前受収益                           15,645千円 

 

(損益計算書に関する注記) 

１．営業収益                           6,842,007 千円 

２．営業費                            6,389,687 千円 

運送営業費及び売上原価                   3,827,469 千円 

販売費及び一般管理費                    371,038 千円 

諸 税                    221,563 千円 

減 価 償 却 費                   1,969,615 千円 

３．顧客との契約から生じる収益の金額 

鉄軌道事業及び兼業の営業収益のうち、顧客との契約から生じる収益の金額 

鉄軌道事業 営業収益                     6,559,704 千円 

兼業    営業収益                        57,807 千円 

 

(株主資本等変動計算書に関する注記) 

発行済株式の種類及び株式数 

普通株式                           4,853,200 株 

 

(税効果会計に関する注記) 

繰延税金資産の発生の主な原因は、退職給付引当金の否認等であります。なお、評価性引当金

を全額計上しております。 

 

(金融商品に関する注記) 

１．金融商品の状況に関する事項 



 

資金運用については資金運用管理規程に沿って行っております。また資金調達については、

神戸市及び市中銀行からの借入による方針であり、借入金の使途は主に設備投資であります。 

債権に係る顧客の信用リスクは、社内規程に沿ってリスク低減を図っております。 

投資有価証券は主として業務上の関係を有する株式であります。 

 

２．金融商品の時価等に関する事項 

令和 6年 3月 31 日（当期の決算日）における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額につ

いては次のとおりです。なお、現金は注記を省略しており、預金、未収運賃、立替金及び未払

金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。 

 

（単位：千円） 

 
貸借対照表 

計上額 
時 価 差 額 

長期借入金（＊） 24,484,100 23,902,143 581,957 

（＊）流動負債 １年以内返済予定の長期借入金として計上されている１年以内返済予定の借入金 

を含んでおります。 

 

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明 

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下

の３つのレベルに分類しております。 

  レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により 

算定した時価 

   レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを 

用いて算定した時価 

   レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価 

 

  時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプ 

 ットをそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を 

分類しております。 

 

長期借入金 

長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に、想定され

る利率で割り引いて算定する方法によっており、レベル２の時価に分類しております。 

 

(賃貸等不動産に関する注記) 

重要性がないため注記を省略しております。 

 

 

 

 

 



 

(関連当事者との取引に関する注記) 

法人主要株主等 

（単位：千円） 

属 性 名 称 
議決権等の所有 関連当事者 

取 引 の 内 容 取 引 金 額 科 目 期 末 残 高 
(被所有)割合 と の 関 係 

主要株主 神戸市 

 

 

 

 

 

 

被所有 

77.36％ 

 

 

 

 

 

資金の借入 

（注２) 

資金の借入実行 1,830,000 
１年以内返済予 

定の長期借入金 
1,414,300 

資金の借入返済 1,361,800 長期借入金 23,018,600 

借入金の支払利
息等 55,803 未払費用 4,337 

資金の立替 

（注３） 
インフラ工事費
の立替 925,756 立替金 908,897 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

（注）1. 上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

2. 価格その他の取引条件は、神戸市の条例、規則及び予算等に基づいて決定しております。 

3. 短期的な立替であり金利は発生していません。 

  

(１株当たり情報に関する注記) 

１株当たり純資産額  (円未満切り捨て) 1,465 円 

１株当たり当期純利益 (円未満切り捨て) 49 円 

 

(重要な後発事象に関する注記) 

該当事項はありません。 
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